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農
作
物
の
豊
作
な
ど
を
祈
願
す
る
踊
り

が
、白
樫
や
坂
内
地
域
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
14
日（
日
）に
は
、お
よ
そ
８
０
０
年

の
歴
史
が
あ
る
白
樫
踊
り
が
白
樫
神
社（
ふ

れ
あ
い
伝
承
館
）ほ
か
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
20
日（
土
）に
は
、
農
作
物
の
収
穫

に
感
謝
し
、
雨
乞
い
を
祈
願
す
る
踊
り
と

し
て
は
じ
ま
っ
た
川
上
ほ
う
ろ
踊
り
が
坂

内
川
上
地
区
の
薬
師
堂
や
八
幡
神
社
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
23
日（
火
）に
は
、
坂
内
坂
本
地
区

で
秋
の
大
祭
が
行
わ
れ
、
坂
本
神
の
踊
り

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
の
踊
り
は
、
４
０
０
年
ほ
ど
前
よ
り

伝
わ
る
芸
能
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
願
い
踊
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
親
し
ま
れ
守
り
継
が
れ
る
伝
統

芸
能
の
力
強
い
踊
り
が
見
物
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
敬
老
会

～
各
地
域
で
長
寿
を
お
祝
い
～

　

９
月
13
日（
土
）か
ら
16
日（
火
）ま
で
の

４
日
間
に
、
町
内
21
会
場
で
、
町
内
在
住

77
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
平
成
26
年
度  

揖
斐
川
町
敬
老
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
６
２
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
敬
老
会

は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
て

き
た
高
齢
者
の
皆
様
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
宮
町
長
は
式
典
で
「
揖
斐
川
町
の
歴

史
・
伝
統
・
文
化
を
今
日
に
受
け
継
い
で

こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
永
年
の
知
識
と
経

験
を
今
後
も
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
式
典
の
ほ
か
、
地
元
の

園
児
や
文
化
サ
ー
ク
ル
団
体
な
ど
に
よ
る

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
笑
顔

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

第
５
回
芸
能
の
夕
べ

～
心
地
よ
い
音
色
で
観
客
を
魅
了
～

地
域
に
伝
わ
る
踊
り
を
披
露

～
勇
壮
な
舞
い
で
魅
了
～

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
４

～
自
転
車
５
０
０
台
が
快
走
～

　

９
月
27
日（
土
）、
西
濃
の
２
市
９
町
を

自
転
車
で
め
ぐ
る
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃

２
０
１
４
」
が
大
垣
市
浅
中
の
浅
中
公
園

を
発
着
点
に
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
の
参
加

者
５
０
０
人
が
秋
の
西
濃
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　

近
年
の
自
転
車
ブ
ー
ム
を
西
濃
地
域
の

活
性
化
や
情
報
発
信
に
つ
な
げ
よ
う
と
大

垣
商
工
会
議
所
や
各
市
町
な
ど
が
企
画
。

　

コ
ー
ス
全
長
は
１
２
２
㎞
で
高
低
差
は

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
。コ
ー
ス
途
中
に
は
、

各
市
町
が
設
け
た
「
お
も
て
な
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
６
か
所
あ
り
、
特
産
品
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
営
谷
汲
門
前
駐
車
場
の
「
お
も
て
な

し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー

や
ジ
ビ
エ
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が
提
供
さ
れ
参

加
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
13
日（
土
）、「
第
５
回
芸
能
の
夕

べ
・
舞
殿
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
三
輪
神
社
の

境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
の
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
目
指
す
地
元
の
女
性
ら
か

ら
な
る
実
行
委
員
会
の
主
催
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
夕
暮
れ
の
境
内
の
雰
囲

気
と
伝
統
楽
器
が
奏
で
る
音
色
が
人
気
で

毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、二
胡
奏
者
の
汪
成
さ
ん
と
楊

琴
の
成
燕
娟
さ
ん
、旧
徳
山
村
出
身
の
現

代
津
軽
三
味
線
奏
者
の
徳
山
弦
泉
さ
ん
と

徳
山
真
泉
さ
ん
、そ
れ
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
浅
野
未
希
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

舞
殿
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

境
内
に
心
地
よ
い
音
色
が
響
き
渡
り
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲坂本神の踊り

▲おもてなしステーションで休憩する参加者

▲谷汲会場の様子

▲舞殿で行われたコンサートの様子
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10
月
２
日（
木
）、
揖
斐
川
町
に
工
場
が

あ
る
東
神
電
気
（
大
阪
市
）
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

植
物
栽
培
装
置
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
社
が
開
発
し
た
装
置
は
、
通
常
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
光
よ
り
太
陽
光
に
近
く
、
植
物
の

成
長
に
適
し
た
光
の
波
長
で
あ
る
た
め
、

露
地
栽
培
や
ハ
ウ
ス
栽
培
よ
り
成
長
が
早

く
、
通
年
の
無
農
薬
栽
培
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
設
置
し
た
か
す
が
モ
リ
モ

リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
で
贈
呈
式
が
あ

り
、
寺
岡
龍
彦
社
長
は
「
地
域
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
宗
宮
町
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は「
山
菜
や
春
日
産
の
薬
草

と
か
ら
め
た
特
産
野
菜
が
で
き
る
と
い
い
。

研
究
し
た
い
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
を
受
け
た
装
置
３
台
で
は
、
水
菜

な
ど
の
葉
野
菜
や
特
産
の
沢
あ
ざ
み
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日（
水
）か
ら
10
月
８
日（
水
）ま

で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ラ
ン
ナ
ー

の
皆
さ
ん
が
、
10
月
４
日（
土
）の
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、
完
走
さ

れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

山や
ま

中な
か

孝こ
う

一い
ち

郎ろ
う　

２
時
間
40
分
09
秒

 

（
男
子
フ
ル
25
位
）

　

田た

村む
ら

あ
す
み　

２
時
間
57
分
54
秒

 

（
女
子
フ
ル
17
位
）

　

牧ま
き

村む
ら　

英ひ
で

充み
つ　

３
時
間
18
分
00
秒

 

（
男
子
フ
ル
４
０
７
位
）

　

山や
ま

本も
と

千ち

恵え

子こ　

４
時
間
26
分
03
秒

 

（
女
子
フ
ル
１
４
１
３
位
）

春
日
貝
原
棚
田
で
稲
刈
り
体
験

～
収
穫
の
喜
び
を
伝
え
た
い
～

Ｌ
Ｅ
Ｄ
植
物
栽
培
装
置
の
寄
贈

～
薬
草
　
室
内
栽
培
へ
～

　

９
月
29
日（
月
）、
ぎ
ふ
の
棚
田
21
選
に

認
定
さ
れ
て
い
る
春
日
美
束
の
貝
原
棚
田

で
春
日
小
学
校
の
児
童
が
稲
刈
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
ら
が
自
然
に

触
れ
、
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
里
山
体
験
学

習
の
一
環
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

晴
天
と
な
っ
た
こ
の
日
は
春
日
小
学
校

の
児
童
31
人
が
参
加
し
、
保
存
会
の
人
に

教
わ
り
な
が
ら
実
っ
た
稲
を
鎌
で
丁
寧
に

刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

米
（
稲
）
は
収
穫
さ
れ
た
後
、
天
日
干

し
さ
れ
、
10
月
に
脱
穀
を
行
い
ま
す
。
お

米
は
、
12
月
の
し
め
縄
作
り
で
お
に
ぎ
り

に
し
て
振
る
舞
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
実
り

の
秋
を
実
感
し
た
児
童
ら
か
ら
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

春
日
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
る
「
沢
あ

ざ
み
」
が
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（
本
部
：
イ
タ
リ
ア
）
の
「
味

の
箱
舟
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
で
の
認
定
は
、美
濃
加
茂
市
の

堂
上
蜂
屋
柿
に
次
い
で
２
番
目
と
な
り
、

全
国
で
は
、32
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
味
の
箱
舟
」
は
、
地
域
在
来
の
希
少

な
食
材
を
守
る
活
動
か
ら
う
ま
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
認
定
に
よ
り
、
世
界
的
な

リ
ス
ト
に
載
る
こ
と
か
ら
認
知
度
が
向
上

し
販
路
の
拡
大
に
も
期
待
が
で
き
ま
す
。

　

10
月
１
日（
水
）に
は
、
揖
斐
川
町
役
場

で
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
た
生
産
者
代
表
の
森も
り

榮さ
か

久ひ
さ

さ
ん
（
春
日
沢
あ
ざ
み
ク
ラ
ブ
）
は
、「
町

の
特
産
品
が
世
界
に
出
る
喜
び
と
誇
り
を

感
じ
る
。
生
産
振
興
を
図
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

春
日
の
沢
あ
ざ
み
が
味
の
箱
舟
に
認
定

～
特
産
品
世
界
へ
発
信
～

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

▲ 7千人が駆けたセントジョージマラソン

▲認定を受けた沢あざみの生産者の森さん（中央）

▲稲を刈り取る児童

▲贈呈式　寺岡社長（左）宗宮町長（右）


